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令和4年9月
第127号

（公社）栃木県米麦改良協会
宇都宮市平出工業団地9番地25

☎（028）616ー8700

日頃より本県農業の推進並びに稲麦大豆種子生産
につきまして、格別の御理解と御協力を頂き、厚く
お礼申し上げます。

栃木県農業振興計画（2021-2025）「とちぎ農業
未来創生プラン」策定時に農業者へのアンケートが
実施されました。その中で「県の農業施策のうち特
に重要と考えるもの」として多くの農業者が選択し
た項目に、「農産物ブランド力向上対策」や「新品
種･新技術の開発･普及」が挙げられました。こうし
た農業者の意向に応えるためには、地域の実情に応
じた各種施策の展開が必要となります。

ブランド力を高め、国内外での競争力を高めるた
めには、多様な需要に対応した品種や栽培技術の開
発が求められます。農業試験場としても水稲「とち
ぎの星」やビール大麦「ニューサチホゴールデン」
など、優秀な特性を持った品種の育成を進めてきて
います。県としても、それら奨励品種の優良な種苗
の安定供給のため、種苗生産者の確保や育成、新品
種の導入生産に向けた生産体制の強化に取り組んで
いるところです。

また、「栃木県稲麦大豆生産進行方針（2021-
2025）」の中では、５年後の目指すべき方向性が示
され、水稲については「需要を先取りした米作りの
推進」、麦・大豆では「水田フル活用での収益性向
上に不可欠な麦・大豆づくりの推進」を掲げ、種子
生産の基盤強化のため「栃木県奨励品種の優良な種
苗の安定供給に関する条例」に基づき、優良種子の
安定的な生産や供給のための基盤強化を支援すると
されています。

近年の異常気象や需給動向など、生産環境が変化
してきている中で、消費者に商品として手にとって
頂くためには、先に述べましたとおり、確かな品質
に基づいたブランド力の発揮が必要で、その根幹と
なる「種子」の安定生産・供給は、欠かすことの出

来ない重要な位置を占めています。原種農場として
も身の引き締まる思いで業務に当たっています。

条例で示された県の役割としては、
１　奨励品種の指定
２　原種苗等の生産
３　指導･助言
４　関係者や有識者との意見交換
等が位置づけられ、｢種苗生産等計画策定者((公
社）栃木県米麦改良協会)｣、｢種苗事業者(種子場農
協)｣、｢種苗生産者(採種農家)」の皆様方と役割分担
を設定し連携を密にとりながら、種苗の生産・供給
を行っています。

その中で、当原種農場では、「2　原種苗の生
産」を担当しており、計画に基づいて稲・麦類・大
豆の原種・原々種の生産・保管しています。

農場は、高根沢町と栃木市、那須塩原市の３か
所に配置しています。品種ごとに作付けする農場を
設定しての品種の交雑防止や、自然災害のリスク回
避を図っています。また、自然災害や事故等に備え
て、最低１年分の原種を備蓄するように体制を整え
ています。

稲・麦類・大豆の原種・原々種の生産・供給の流
れはおおよそ次のとおりです。

　　　　　　　良質な原種供給のために

栃木県農業試験場原種農場長　樋 山 　 豊

種子生産のイメージ（コシヒカリの場合）

•育成地（福井県）からの配布 100グラム程度系統

•原種農場産

•系統維持…約0.05ha 供給量：約２キロ

•原 々 種…約0.08ha 供給量：約100キロ

原々種

(系統維持）

•原種農場産

•約2.7ha 供給量：約9トン原 種

•採種ほ産

•約240ha

•供給量：約950トン
一般種子

原
種
農
場
が
生
産
し
て
い
る
も
の

約100倍

約100倍

120～
130倍

一般栽培 ・作付面積：約35,000ha
・生産物は一般消費者へ
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１　系統維持
県の奨励品種の指定を受け、種苗の供給を行うた

め種子の増産を行います。先ずは、試験場や育成地
から配付された100グラム程度の種子（系統）を増
殖・維持します。増殖した種子は原々種用の基種と
するとともに、品種特性を継続するため系統維持株
として残す株を選抜し厳密に管理します。

参考までに、増殖率は水稲の場合約100倍になり
ます。

２　原々種生産
原種（採種農家に提供する種子）を生産するた

めの種子（原々種）を作付けしています。系統維持
で確保した種子を用いて、原々種を展開し、増殖を
行います。水稲の場合は約100倍の量となります。
原々種は使用数量を鑑みながら、数年分をまとめて
確保するようにしています。

３　原種生産
原々種の種子を用いて原種生産を行います。原種

は採種ほ農家に提供され、一般農家へ供給される種
子が生産されます。原種は、品種により数年分をま
とめて生産し備蓄する場合があります。

このように、優良な原種を供給するために、策
定した生産計画に基づき、以下に述べるような様々
な管理に細心の注意を払いながら作業を進めていま
す。

ご案内のとおり、優良種子の条件は、「純粋性」
（異品種、異種穀粒、雑草種子の混入が無い）、
「健全性」（発芽揃いが良く、種子伝染性病害に犯
されていない）、「良質」（充実が良く、発芽・生
育が良い）の３要素が揃っていることが求められま
す。

特に、「純粋性」については、「変種、異品種、
異種類の農産物が含まれないこと」と農産物検査法
でも謳われています。

【写真1 麦類異株抜き】

原種農場では、純粋性を保つために、

１　厳格な種子保管・使用時の確認、育苗場所の区分
２　一個体ずつ観察しながら何度となく行う漏生

株・異株除去（写真1）
３　一品種ごとに使用する機械を固定し、収穫前・

収穫後には細部まで徹底した使用機器の分解・清
　掃・点検の実施（写真2・3）
４　調製された原種はまとめて低温貯蔵庫に保管

など、コンタミや事故が起きないよう細心の注意を
払っています。

【写真2 コンバイン清掃･点検】

更に、水稲では純粋性を検証するためにＤＮＡ検
査も実施します。

【写真3 乾燥機使用前の分解清掃】
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「健全性」については、病害虫防除は予防を重
点に置き、気象条件等を考慮しながら適期に防除作
業を行っています。特に種子伝染性病虫害について
は個体観察をしっかり行っており、万一確認された
場合は速やかに安全に処分するようにしています。
（写真4）

【写真4 乗用管理機による大豆病害虫防除】

「良質」については、成熟度合いを見極めなが
ら、穀粒水分・天候を確認し、速やかな収穫と子実
にダメージを与えない細心の乾燥調整作業を行うと
ともに、原種・原々種の保管は気温15度以下、湿度
30％以下に設定した低温貯蔵庫に調製後速やかに搬
入保管し、発芽不良等の事故を起こさないように管
理しています。

生産者・消費者に喜んでもらえる農産物を提供
し、支持される農業を実践することが大切です。稼
げる農業を目指すためにも優良種子の安定供給につ
いて関係機関と連携しながら、着実に実践して参り
ます。

関係者の皆様方のなお一層の御理解と御協力を重
ねてお願いいたします。

原種農場（高根沢農場）職員

栃木農場職員

黒磯農場職員
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１　優良種苗の安定供給
 「主要作物種子法」廃止後、栃木県では「栃木県種奨励品種の優良な種苗の安定供給に関する条
例」※に基づき、優良な種苗の安定供給体制を構築することで、本県農業の持続的な発展を図って
います。
　栃木県が指定した奨励品種について、栃木県、栃木県米麦改良協会（種苗生産等計画策定者）、
種子場JA（種苗事業者）、採種農家（種苗生産者）が、それぞれの役割を明確化し優良種子の安
定生産・供給に取り組んでいます。

　※表記条例は、いちご、なし等の園芸作物も対象としていますが、ここでは稲麦大豆に限定して記載しています。

２　種子生産の流れ

３　役割分担
①　県　
・奨励品種の指定：県内に普及を促進すべき優良な品種を「奨励品種」として指定（上図①）
・原種の生産（農業試験場）（上図②③）
・指導・助言（農業振興事務所）（上図⑧）
・関係者や有識者との意見交換

②　栃木県米麦改良協会（種苗生産計画策定者）
・種苗生産計画の策定：県の生産振興方針や種苗の需給の見通しなどを踏まえて毎年度策定（上図④）

③　種子場JA（種苗事業者）
・種苗生産ほ場の選定：栽培に適し他品種が混ざらないようなほ場を選定（上図⑥）
・種苗生産ほ場の確認：病害の発生、生産している品種と異なる株が無いかなどを確認（上図⑦）
・生産物の確認　　　：病害がなく、生育に問題が無いか（発芽率、等級等）などを確認（上図⑦）

④　採種農家（種苗生産者）
・優良種子の生産：異株・雑草の除去、病害虫の適正防除、種苗法や種子場JAとの契約の遵守（上図⑤）

※　全農とちぎは、種子の需給調査、販売、貯蔵、品質管理等を担っています。

○栃木県における種子生産体制（米・麦・大豆）

年次 《１年目》 《２年目》 《３年目》 《４年目》

① 奨励品種
の指定

② 原原種
の生産

④ 種苗生産等
　 計画の策定

⑥ 種子生産ほ場
の選定

⑦ 種子生産ほ場及び
生産物の確認

③ 原種
の生産

お米の生産
（一般栽培）⑤ 種子の生産

⑧ 指導・助言

【県】 【県】
農業試験場（原種農場） 農業試験場（原種農場）

【県】

【（（公社）栃木県米麦改良協会）】

【採種農家】

【種子場農協】

稲作農家

【県】農業振興事務所
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４　奨励品種（令和２年６月）
　　「収量、品質等に関し優れた特性を有し、県内普及を促進するべき優良な品種」を知事が指定

５　種子産地及び原種農場（農業試験場）

那須塩原

宝積寺

宇都宮

烏山

小山

日光

栃木

足利

那須IC
黒磯
板室IC

西那須野・
塩原IC

矢板IC

宇都宮IC

鹿沼IC

宇都宮上三川IC

真岡IC壬生IC

都賀IC

栃木IC

佐野田沼IC
足利IC

岩舟JCT

佐野藤岡IC

栃木都賀JCT

ＪＡはが野

NPO法人民間
稲作研究所

ＪＡなす南

ＪＡしおのや

ＪＡおやま

ＪＡ足利

ＪＡしもつけ

ＪＡうつのみや

ＪＡなすの

種子場ＪＡ（本所）
種子センター
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１　令和４年産麦の作柄
○作柄「並～やや不良」
【播種～12月】
　播種進捗率は、11月８日調査で10％（平年
15％）でした。大豆の収穫遅れや断続的な降雨の
影響により、一部で播種遅れがみられました。　
　11月28日調査で86％（平年87％）と平年並に播
種作業は行われました。
　出芽日数は、県北部では気温も高めに推移し順
調でしたが、県中南部では播種後の降雨により、
やや遅れたほ場もみられました。二条大麦の苗立
数は151本/㎡（平年比93％）とやや平年を下回り
ました。
　出芽後はほ場がやや過湿気味で推移し、分けつ
の発生は前年を下回りましたが、12月18日調査に
おける茎数は272本/㎡（平年比97%）と平年並と
なりました。
【１月】
　年末から年明け後は低温傾向で推移し、乾燥の
影響もあり、生育はやや停滞気味でした。
一部ほ場では下葉の黄化が散見されました。
【２月】
　２月18日調査の茎数は、県平均で844本/㎡（平
年比93%）と平年よりやや少なくなりました。低
温乾燥傾向から黄化が散見されていましたが、適
度な降水もあり徐々に生育は回復しました。
　二条大麦及び六条大麦の一部地域で、縞萎縮病
の発生が早播きほ場を中心に散見されました。
【３月】
　３月18日調査の茎数は、1,455本/㎡（平年比
129%）と平年より多くなりました。
　茎立期は、前年よりは遅いものの、平年より３
～５日程度早まりました。
【４月】
　出穂期は平年に比べ、二条大麦で２日、六条大
麦で１日、小麦で４日程度早まりました。
４月10～13日は高温で推移したことから六条大麦
と小麦の節間伸長を促すこととなり、登熟期の倒
伏へつながったと考えられます。

【５月】
　４月下旬から周期的に降雨があったことから小
麦において赤かび病の発生がみられました。
　また、一部ほ場では部分的な倒伏がみられるよ
うになりました。
　最高気温が30℃を上回るような日がなかったこ
とから、成熟が急激に早まることはなく、二条大
麦の刈り取りは県南において５月20日頃から始ま
りました。
【刈り取り時期：５月～６月】
　二条大麦の穂数は、672本/㎡（平年666本/㎡）
と平年並、刈り取り進捗状況も平年並の進捗でし
た。
○　刈り取り進捗状況

　収量は並～やや低くなりました。
　特に、二条大麦では、細実となるほ場が多く見
られました。
　また、一部のほ場では部分的な倒伏がみられた
ことにより、品質が低下しました。

２　令和５年産麦の栽培のポイント

（１）排水対策
　近年、冬期間であっても一回に激しく雨が降る
ことがあります。麦は湿害を受けやすい作物です
ので、徹底した対策が必要です。
①額縁明渠の設置
　地表水の早期排除のため、ほ場周囲に排水溝
（明渠）を設置します。排水口は低く掘り下げて

令和５年産麦類の安定生産に向けて
栃木県農政部経営技術課
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排水路につなぎます。
②心土破砕
　プラソイラ等により浸透排水性を高めてくださ
い。

　　　   プラソイラ　　　　       スタブルカルチ

③畝立て同時播種栽培
　播種と同時に排水
溝を設置でき、表面
排水に優れます。

（２）適期播種
　適正な播種時期の目安は以下のとおりです。
　・県北部地帯：11月１日～15日
　・県中部地帯：11月６日～20日
　・県南部地域：11月10日～25日
　ただし、近年は11～12月の気温が高く、年内の
生育が過剰になるケースがあります。
　○目標とする年内の生育量

　播種直前には、気象庁ホームページで季節予報
（１か月、３か月、寒候期予報）を確認すること
をお勧めします。年内の気温が高い予報の場合、
２～３日程度、播種時期を遅らせること検討して
ください。
　

　近年、11～12月の気温が高く推移すること
が多いこともあり、過剰に播種が遅いほ場が
あります。予想しない分けつ不足や収穫時期
の遅れにつながることもありますので、適期
播種に努めてください。

（３）踏圧
　気温が高く推移すると、軟弱徒長気味に生育し
たり、異常な早期出穂につながります。
　生育をコントールするため、今まで以上に重要
な作業になっています。
　年内１～２回、年明け後から茎立期直前までに
２回実施します。

（４）赤かび防除
　異常気象により不稔粒が発生しやすくなってい
ます。
　〔ケース１〕
　　異常な早期出穂→遅霜→不稔粒発生
　〔ケース２（大麦）〕
　　出穂前後→異常高温（25℃以上）
　　　　　　　　　　　　　　→不稔粒発生
　出穂後、不稔粒が見られる場合には、薬剤によ
る防除回数を１回増やしてください。
　○赤かび病の防除適期

　○赤かび病に登録のある主な薬剤

（令和４（2022）年８月16日現在）
　薬剤感受性の低下を防ぐため、FRACコードを
参考に系統の異なる薬剤のローテーション散布を
心掛けてください。
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令和４年産麦類種子生産実績及び
令和５年産麦類種子生産計画について

１　令和４年産麦類種子の生産実績 （表１）
　収穫期の降雨等により、品質の悪化と減収が
心配されましたが、二条大麦及び小麦では概ね
契約数量を達成することができました。一方
で、六条大麦（シュンライ）では大幅な播種遅れ
等による収量低下により契約対比 約81%とな
りました。

２　令和５年産麦類種子の生産計画 （表２）
令和４年８月31日に開催した令和５年産麦類

種子生産ほ場設置計画会議において、表２のと
おり生産計画が承認されました。麦類種子の需
給状況や各種苗事業者（種子場ＪＡ）の生産状況
を踏まえたうえで、六条大麦及び小麦について
は前年計画から増減があります。

（表１）　令和４年産麦類種子生産実績数量
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（表２）　令和５年産麦類種子生産計画
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第38回通常総会を開催しました。
令和４年６月30日に第38回通常総会を開催しました。①令和３年度事業報告及び収支決算の承

認、②役員の選任、③顧問の推たいの３議案が審議され、全ての議案が原案通り承認されました。

○理事会の開催結果及び新役員の就任について
６月15日に、令和４年度の第１回理事会を開催し、①第38回通常総会の開催日程、②通常総会に

上程する議案３件、③参与の推薦について審議され、全ての議案が原案通り承認されました。併せ
て、令和４年産稲種子生産者価格及び大豆種子生産者価格の決定について報告されました。

６月30日の第38回通常総会終了後、第２回理事会が書面により開催され、理事全員の賛同の下、
下記のとおり新たな役員が決定しました。

協会役員名簿

役　職　名 所　　属　　団　　体 氏　　名

代 表 理 事 会 長 全農栃木県本部運営委員会会長 菊地　秀俊

代表理事副会長 全国農業協同組合連合会栃木県本部長 池田　佳正

代表理事副会長 栃木県農業協同組合中央会専務理事 野口　隆夫

常  務  理  事 学識経験者 岸　　洋助

理 事 栃木県食糧集荷協同組合 関本　幸一

理 事 種子生産組織代表 田代　和彦

理 事 種子生産組織代表 荒井　一浩

理 事 種子生産組織代表 小瀬　秀二

理 事 種子生産組織代表 野口　浩志

理 事 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 和氣　  進

理 事 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 見形  　繁

理 事 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 山﨑　一栄

理 事 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 齋藤　　肇

監 事 全国共済農業協同組合連合会栃木県本部長 田村登志郎

監 事 栃木県農業協同組合中央会農業対策部部長 高橋　久夫
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○令和４年産麦類種子の下見指導会及び農産物検査等について
令和４年産麦類種子について、各種子場JAにて下見指導会及び農産物検査等が６月上旬から７下
旬にかけて実施されました。

◆下見指導会について
　下見指導会は品質や調製程度の確認のため、種苗事業者（種子場JA）をはじめとした関係者
（農産物検査員、農業振興事務所及び当協会）が参画し、生産物確認及び農産物検査までの間
に、数回程度実施されています。
　下見指導会の時点で生産物が整粒不足や被害粒の混入過多等により、種子の規格の範囲内になら
ないことが予想される場合は、種苗生産者及び種苗事業者等で協議し、生産物の再調製を行う等の
対応をしています。
　なお、令和４年産麦類種子の下見については７種子場JAにて計11回実施されました。

◆生産物確認及び農産物検査について
下見指導会後、生産物確認及び農産物検査が

実施されますが、生産物確認は発芽率、雑草種
子及び病中害種子の混入割合等を確認し、農産
物検査は整粒割合、異種穀粒及び異品種粒が混
入していないこと等を確認します。

また、右記の写真のように個人調製の場合は
夾雑物(麦かん等)の混入防止対策としてばらま
き検査を併せて実施することで、品質目標（夾
雑物の混入割合1％以内）をクリアしているこ
とを確認しております。

なお、令和４年産麦類種子の生産物確認及び農産物検査については7種子場JAにて計15回実施さ
れました。

令和４年産麦類種子の生産物確認及び農産物検査の結果、生産実績数量は967,915kg（契約数量
対比98.3%）となり、種類別では二条大麦が710,250kg（契約数量対比100%）、六条大麦が84,625kg
（契約数量対比80.9%）、小麦が173,040kg（契約数量対比102.1%）となりました。

収穫時の断続的な降雨等により品質悪化や減収が懸念される中、種苗生産者並びに関係者の皆様
のご協力により、生産実績数量で契約対比98.3%と概ね契約数量を達成することができたことにつ
いて、この場をお借りしまして感謝申し上げます。

（公社）米　麦　改　良　協　会　情　報

農産物検査時の様子


